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第３章　人　物

第
３
章　

人　

物

第
１
節　

名
誉
市
民

　
「
名
誉
市
民
」
は
、
本
市
の
市
勢
の
発
展
ま
た
は
社
会
文
化
の
交
流
に
著
し
い
功

績
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
「
登
別
市
名
誉
市
民
」
の
称
号
を
贈
与
し
て
、
そ
の
功
績

と
栄
誉
を
長
く
た
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。
称
号
の
贈
与
に
あ

た
っ
て
は
、
市
長
が
推
薦
し
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
決
定
さ
れ
る
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
３
月
に
「
登
別
市
名
誉
市
民
条
例
」
を
制

定
し
、
以
来
３
名
に
称
号
を
贈
与
し
て
い
る
。

　

昭
和
12
年
５
月
に
幌
別
村
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
来
、11
期
46
年
に
わ
た
っ
て
、

市
（
町
・
村
）
議
会
議
員
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
村
議
会
議
長
、
町
議
会
議
長
を
務

め
て
町
制
施
行
の
要
件
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
や
各
特

別
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
市
民
の
経
済
の
安
定
に
努
め
て
、
本
市
発
展
の
基
盤
を

築
い
た
。

　

ま
た
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
漁
業
の
発
展
に
尽
く
し
、
登
別
漁
業
協
同
組
合
長

と
し
て
、
数
々
の
漁
業
振
興
施
策
や
漁
業
者
の
生
活
向
上
施
策
を
行
っ
て
、
漁
業
基

盤
の
安
定
に
も
貢
献
し
た
。

　

昭
和
26
年
に
幌
別
町
助
役
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、
16
年
間
に
わ
た
り
町
長
の
補
佐

役
と
し
て
職
責
を
全
う
し
た
。
昭
和
42
年
に
登
別
町
長
に
当
選
し
、
２
期
８
年
に
わ

た
っ
て
町
長
及
び
市
長
と
し
て
本
市
行
政
の
推
進
役
を
果
た
し
た
。
こ
の
間
、
登
別

町
民
憲
章
を
制
定
し
た
ほ
か
、
市
制
施
行
に
向
け
て
尽
力
し
て
、
本
市
の
発
展
に
貢

献
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
は
北
海
道
議
会
議
員
に
当
選
し
、
３
期
12
年
間
、
本
市
の
み
な
ら
ず

北
海
道
の
発
展
に
も
尽
力
し
た
。

　

昭
和
22
年
５
月
に
幌
別
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
10
期
40
年
に
わ
た
り
議
会
議

員
を
務
め
、
そ
の
間
に
は
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び
特
別
委
員
会
委
員
長

な
ど
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
昭
和
26
年
４
月
の
町
制
施
行
に
尽
力
し
、
昭
和
45
年
８
月
の

市
制
施
行
に
も
尽
力
。
本
市
の
山
積
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
参
画
し
、
本
市
発
展

の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
。

　

昭
和
43
年
４
月
、
登
別
町
体
育
協
会
長
及
び
日
胆
陸
上
競
技
協
会
副
会
長
に
就
任

し
、
各
種
体
育
施
設
の
整
備
に
多
大
な
貢
献
を
す
る
な
ど
、
本
市
の
み
な
ら
ず
胆
振
、

日
高
地
区
の
体
育
振
興
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

　

第
１
号　

志
賀
裕
（
昭
和
58
年
６
月
１
日
）

　

第
２
号　

高
田
忠
雄
（
昭
和
62
年
７
月
25
日
）

　

第
３
号　

室
久
吉
（
昭
和
62
年
７
月
25
日
）
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第
２
節　

表
彰
者

「
功
労
者
表
彰
」
は
、
本
市
の
市
勢
の
進
行
発
展
に
寄
与
し
た

者
の
功
労
を
た
た
え
、
市
民
の
総
意
に
よ
る
感
謝
の
反
映
と
し

て
表
彰
し
、
市
民
の
愛
市
の
観
念
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
表
彰
制
度
で

あ
る
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
10
月
に
「
登
別
町
功
労
者
表
彰
条
例
」
を

制
定
し
て
以
来
、
２
８
３
名
に
対
し
て
功
労
者
表
彰
を
行
っ
た
。

　

功
労
者
表
彰
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
資
料
編
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

「
市
表
彰
」
は
、
本
市
の
自
治
、
社
会
、
産
業
、
教
育
文
化
や

体
育
等
の
振
興
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
や
、
市
民
の

模
範
と
な
る
行
動
な
ど
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
表
彰
す
る
制
度
で
あ
る
。
昭
和
50
年

10
月
に
「
登
別
市
表
彰
規
則
」
を
制
定
以
来
、
１
千
６
７
２
名
に
対
し
て
市
表
彰
を

行
っ
た
。

　

市
表
彰
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
資
料
編
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

参
考
文
献

・
登
別
市
『
登
別
市
名
誉
市
民
条
例
』（
昭
和
52
年
条
例
第
４
号
）

・
登
別
市
『
登
別
市
功
労
者
表
彰
条
例
』（
昭
和
32
年
条
例
第
21
号
）

・
登
別
市
『
登
別
市
表
彰
規
則
』（
昭
和
50
年
規
則
第
22
号
）

・
登
別
市
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
各
号

　

市　

表　

彰

　

功
労
者
表
彰
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